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地質は古生層，中生代の流紋岩質火山砕屑岩(高田流紋岩〉および、花岡岩(未区分，万成型花商

岩〉が分布する。帯水層 となる沖積砂磯層は薄 く，谷底部でせいぜい数m 以内である。したが

って，地下水の開発は花商岩や流紋岩の裂か水を対象とせざるを得ない状況にある。

町内の 3地点で実施された試掘の結果は次 とおり である。

片倉地区では，深度 6.8mまで崖錐で，以下 15.5m の孔底まで花商岩のままであった。口径

150mmで揚水試験を行った結果， 自然水位 1.2m，揚水水位 13.5m で， 揚水量 46.6m3fdであ

'" つ k 。

矢多田地区では，深度 1.3m まで沖積の砂l深層，以下，15.8mの孔底 まで強風化花商岩で あ

った。 口径 150mm で，自然水位 2.8m，揚水水位 12.6mで，揚水量 111.5m3/dであった。こ

の井戸の水質はフッ素 1.22mg/lを含み，水道用水の水質基準を 0.8mgfl超えていた。

市場地区では，深度 1.8mまで沖積の砂磯層，深度 15.8m まで流紋岩であ った。 口径 150mm

でP 自然水位 1.3m，揚水水位 7.4m で， 揚水量 44.0m3fdであった。

中国山地の酸性岩の分布する地帯では，谷底部に作井すれば，集落の飲雑用水程度の地下水は

得られそ うである。しかし，花商岩の地下水はフッ素含有量の多いことがあり，飲用に供する場

合，水質処理を要する ことがあるかもしれない。

中国山地の地下水の全貌は現在のところ明らかではないが，今後，中国山地の裂か水の調査研

究を重点的に行う必要がある と考えられる。

14.大根島

(1) 地形・地質

(清水欣一〉

大根島は中海の中央部にある面積 400haの島で ある。島の最高標高は 42.20mであり， 全体

になだらかな裕岩台地になっ ている。 この溶岩は，第四紀中期以前に噴出した玄武岩であ り，多

孔質(ゆ 2~5 m/m)なものと撤密質なものに分かれる。亀裂がよく発達し，走向はN10-200 W， 

N50-60
0
W， N70-800W の3方向が卓越し，傾斜は 70-900 のものが多い。玄武岩の上には，

大山火山灰層が広く分布し，厚さ は大塚山付近で 5mもある。島全体では 1-3mあり ，上位に

ロ-.b.， 下位に浮石が分布する(図2-7-46)。

大根島には，溶岩トンネノレが島中央部と遅江の 2カ所にみられる。遅江のそれは第 1溶岩ト ン

ネノレ(幽鬼洞〉と呼ばれ，N60WとN45Eの 2方向に水平に延び、ている。 標高は低部で 0-0.5

m であり，玄武岩は撤密質である。 島中央部の第 2溶岩トンネノレ(竜渓洞〉は， N20
0 
W 方向で，

約 3。傾斜している。玄武岩は多孔質で，第 1溶岩トンネノレより 高位にある。

大根島の周囲の中海には，完新世の堆積物とみられる泥層を主とする中海層が数 m-40m_の

厚さで分布し， この下に最大厚さ 8m前後の火山灰層と泥炭層からなる安来層がある。さらに，

その下位には，厚さ 10m 前後で，上部の泥層と下部の砂礁層からなる弓ケ浜層が分布する。

玄武岩は 30 m までボーリングで確認さ れてい る。玄武岩の弾性波速度は 2，000-3，000 m/s， 

岩片の構成粒子の速度が 4，600-5，100mfs，間隙を満たしている媒質の速度が 1，493m/sである。

これより求めた間隙率は 0.29-0.63であった。
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(2) 地 下水

大根島の玄武岩には淡水レンズとみられる地下水があり，第 1溶岩ト ンネノレに地下水面の露頭

がある。 地下水位は島の大部分で、 O.7-0.8mである。 N60
0W 方向または東西方向に地下水面の

谷があり，これは玄武岩の亀裂の方向と

o 11.1n 

凡例 一致している。

〆1.0 地下水位の変動は雨量との相闘がな く，
地下水位 (m)

潮位の変動と一致し，時間差もほとんど

みられない。地下水の塩分濃度は，一般

に 200-400ppmであり， 1，500 ppm前

後を境として，下は 110，000ppmの海水

になる。この境界は内陸部で 8-10 m， 

川島で 5mであり，実用的な水位標高

(h)と淡水の厚さ (H)の関係は H=20h

-14hである。透水係数は撤密な玄武

岩で 2.65x 10→-2.05 X 10-5 cm/s，多孔

質な玄武岩で 2.75-3.9 X 10-
3 cm/sであ

り，局部的に 1.38X 10
0 cm/sのと ころ

もみられる〈図2-7-47)。

図2-7-47 大根島地下水面等高線図

大根島では，海水に浮かぶ淡水レンズ

が上水道および農業用として利用され，

全国的に有名な花木の生産地域となって

いる。しかしながら，島の西部は中海干拓によって干陸される予定であり，これに より外水位が

5-8m下 り，当然，地下水への影響も考えられる。浸透解析による試算では，島の地下水の約
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1/2が影響を受けると考えられ，干拓堤防を通して島外からの用水の導入が必要になると予想さ

れている。

〔和田jE之〉
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15.瀬戸内島しょ

瀬戸内海の島しょは主と して花商岩類からなり， ところによって古生層が分布している。小豆

島では，花閥岩の基盤を覆って第三紀層が分布している。これらの島しょ部では，第四紀層は一

般に薄く ，良好な帯水層をなすに至っていない。

これらの島しょでは，沖積低地の砂J深層や岩盤の風化帯で，浅井戸や湧泉によっ て飲雑用水が

取得されてきたが，海岸部の塩水浸入と相まって常に水不足の状態にある。

近年，広島県では， 太田川の河川水をパイプで導水し(広島水道用水供給事業)，下蒲刈島， 上存I~

刈島，豊島，大崎下島，大崎上島，江田島，東能美島，倉橋島などでその恩恵をうけている。

岡山県でも，中国本土の地表水を海底ノfイプによって導水しており，西南水道企業団は高島，

白石島，北木島，大飛島，小飛島，六島，真鍋島に，南部水道企業団は松島，釜島に，岡山市水

道局は犬島に，邑久 ・牛窓水道企業団は前島，長島に，JR備水道企業団は鹿久居島，頭島，鴻島
に，飲雑用水を供給している。

また，香川県多度津町佐柳島では，海水の淡水化施設が 1980年に設置され，海水から半透膜

を使って淡水化する逆浸透法設備により， 50111
3
/dの淡水を得て，飲雑用に利用している。この

島では，かつて井戸水を水源とし，簡易水道で 39m
3/dを飲雑用に利用していたが，塩分が含ま

れるようになった。香川県多度津町高見島では，太陽熱利用の淡水化プラントが1981年に完成，

平均 20m3/dの能力があるとされている。この方法は，蒸発法と電気透析法を併用したものであ

る。また，香川県直島町扉風島でも， 1979年に，太陽熱利用の蒸発法による海水淡水化プラン

トが完成している。

なお，これらの導水や海水の淡水化は水価が高くっき， とくに，島しょの蜜柑の畑かん用水源

として安価な水が妥望され， 地下水調査も試みられたが，成功例はない。

島しょの地下水はへノレツベノレグレンズの淡水の形態を示すものと考えられるが，これらの島々

でその実態は未だ解明されていない。なお，広島県の生口島では蜜柑畑のかんがいのため，アー

スダムがつくられたが，その他の島しょではダムの適地 も乏しい。

以下，各島しょで、行われた地下水調査の結果を略記する。

生口島・ 瀬戸田町宮原に 口径 200111.111，深度 44mの試掘が行われた。深度 3.4m まで崩土，

10.5111までまさ，深度 35m まで風化花街岩，以下孔底まで新鮮花商岩であった。地下水位は 8

-9111である。エヤリフ トポンプによる揚水試験で 10m3/dを得た。

大崎下島・豊町大長にポーリング 100m が掘削された。深度 2111まで崖錐3 深度 6m以下は

基盤岩の流紋岩であった。エヤリフトポ ンプによる揚水で 60m
3
/dを得た。


